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Ⅰ 各団体における取り組みの実施状況について 
 

【学識経験者】 

■熊本大学大学院生命科学研究部 

・HIV・エイズに関するミニリーフレットの作成 

公認サークル「くまぴあ」と熊本市保健所とで HIV・エイズに関するミニリーフ

レットを共同作成しました 

・熊本保健科学大学学園祭へのブース設置 

「くまぴあ」と熊本市保健所感染症予防課との共催で HIV・エイズに関するクイズ

や実験、オブジェ作りを行いました 

・世界エイズデーの宣伝 

「くまぴあ」の Instagram にて世界エイズデーのお知らせと保健所にあるパネル

展の宣伝を行いました 

 

【保健・医療関係】 

■熊本市歯科医師会 

・委員の田中が会議出席後、他委員へ報告書を提出した。  

・令和 5年 2月に開催したエイズに関する学術研修会を本会会誌「中岳（R5.5発行）」 

に掲載し、会員に報告した。   

 

〔熊本市歯科医師会 会議報告〕 
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〔熊本市歯科医師会：中岳〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

■熊本県看護協会   

 （１）12月の世界エイズデーには協会内に啓発のためのポスターを掲示した。 

 （２）熊本県看護協会では、熊本県全域を対象に小・中学生を対象に「性教育出前授    

   業」を実施し、その中で、依頼校の養護教諭等と話し合い、発達段階に応じて「エ 

   イズ・ＳＴD対策」に関連した内容（自身の身体を大切にすること・性感染症予防・  

   実態など）について講義を行っている。 

   授業は新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、オンラインによる講義から対面 

   への授業で対応できるようになった。 

      小学校： 8校 

中学校：21校   計 29校 

高 校： 0校   （38回実施予定：同じ学校で学年別の実施有 

             延べ 2,246人程受講（2/11現在））                                                   

   なお、熊本県看護協会では県内全体の小中学校を対象としているが、熊本市内の依 

   頼の多くは熊本県助産師会が担っており、今年度、看護協会で担当した熊本市内の 

   学校は１校のみであった。 

 

■熊本市薬剤師会   

 １.学校薬剤師による中、高校生への薬物乱用教室などでの啓蒙 

 ２.薬局での相談時、医薬品について説明 

 ３.薬剤師会研修会で情報の提供を実施 

 

■熊本県栄養士会 

 ・８月に病院にて、入院患者向けのエイズ関連パネル展示 および ＳＴＤ資料の配布 

  を行いました。 

 ・１０月１９日（土）の熊本県栄養士会秋季研修会にて、研修会参加者にＳＴＤに関  

  するチラシとＨＩＶ・エイズに関するパンフレットを約 100部づつ配布しました。                     

 ・上記の内容については、役員会で共有しました。     

 

【教育・青少年団体】 

■熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会 

  高校の運営委員会で講話の内容を共有しました。 

 県公立高等学校ＰＴＡ連合会理事会ではタイミングが合わず、共有できませんでした。 

 年度初めに、県公立高等学校ＰＴＡ連合会から各校へ、保護者向け研修や講演会など  

 の案内ができるといいのではと思います。 

 

■熊本県私立中学高等学校保護者会 

  団体としての取組みは特になし 
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■熊本市青少年健全育成連絡協議会 

熊本市青少年健全育成協議会としての活動は特にありませんが、各校区青少協単位で

実施されている一例として、新型コロナウイルス感染症が蔓延した時期から継続して

一般的な感染症防止の啓発、中学生による標語募集などを実施しています。しかし、

日常や学校生活における感染防止に対する意識は低下してきているのが現状であり、

梅毒の増加が話題になり昨今であっても、性感染症に対する関心が低いのが現状です。

2000 年代初期にエイズ予防に関する団体での学習や予防啓発の取組が盛んに実施さ

れていた頃に比べ、エイズという言葉の認知度が上がった一方、様々な事情で青少年

の問題として取り上げられる優先順位が下がっている状態です。エイズを含む性感染

症の現状に関する情報提供、相談窓口の周知を継続していかなければならないと考え

ます。 

 

■熊本県高等学校保健会 

・熊本市地区の養護教諭へ、対策推進会議の資料を提供し、各校で活用を呼びかけた。 

・世界エイズデーにちなんでポスターの掲示   

＜各高校での取組内容について＞  

・NPO 法人せいしとらんし熊本へ依頼し講演会を実施  

・ヘルスプロモーション推進センター代表医師 岩室紳也先生  

演題「思春期のこころと性」 １・２年生対象で性教育講演会を実施しました。予

算の関係もあり午前中は湧心舘高校、午後本校でご講演いただきました。  

・１年生対象 思春期保健講演会の実施  演題「 人間関係ってどんなこと？ ～家族、

ともだち、レンアイについて～ 」  講師 熊本市こども局 妊娠内密相談センター  

心理相談員 南部 有美 様・主査保健師 白石 薫 様、ゆあさいどくまもと 相談責

任者 波口 恵美子 様  

・3年生を対象に性教育講演会を実施  演題「自分らしく生きる 〜ライフデザイン

から考える性〜」 講師：ＮＰＯ法人せいしとらんし熊本  松元 かおり 様  

・性教育講演会「みなさんに知ってほしい大切なこと  講師 産婦人科医 田畑 愛 

（フォーシーズンズ レディースクリニック院長）」の中で取り上げて、講演して

いただいた。  

・性教育講演会：慈恵病院看護部長 竹部 智子 氏  

・性教育講演会を実施。長年エイズ患者と関わってこられた岩室紳也先生に講演をし

ていただいた。  

・7 月に行われた性教育講演会の中で STD について触れ、夏休み前の保健便りの中

で熊本県で増加している梅毒について掲載した。  

・性教育講演会の内容の一部で STD にも触れていただいています。その他はエイズ

関連のポスター掲示程度で、大きな取り組みはできていません。  

・外部講師による性教育の講演会の中で感染症について触れた。  

・１年生および３年生を対象に、外部講師を招いて性教育講演会を実施した。その中
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で STD についても触れてもらった。  

・いのちの大切さを考える講演会（2 年生対象）  

・① 学年ごとに性教育講演会（2 年生：産婦人科医・3 年生：助産師）  

② 保健委員会活動：プレコンセプションケアについて   

 ＜各支援学校での取組について＞  

・性教育講演会は実施しましたが、エイズ・STD について今年度は取り扱っていませ

ん。  

・中学部・高等部を対象に性教育講演会を実施  演題：「感染症の基本と性感染症」  

講師：熊本市保健所 感染症予防課 エイズ相談員 内田由香利様   

・性教育講演会、保健委員の生徒によるポスター掲示、保健便りで啓発  

・性教育講演会を全校生徒対象に１２月に実施しました。講師は NPO 法人 せいしと

らんし熊本理事の安田香織様（保健師・助産師）「今、高校生のあなたに伝えたい

こと」をテーマにご講話いただきました。 

 

【人権擁護関係】 

■熊本人権擁護委員協議会 

  ６年度からエイズ総合対策推進会議委員のメンバーに人権擁護委員が参加させてい

ただいております。会議に参加して、まず、情報を共有していくこと、現状把握を行

っていこうと思いました。 

今年は会議の報告だけで終わってしまったので、自分自身知識をつけて、幅広い世代

に周知できるように努力します。 

 

■熊本市民生委員児童委員協議会 

  エイズ・性感染症についてはデリケートな課題でもあり、専門的な知識も要すること

から、それに特化した取組は行っておりませんが、高齢者やこどもなど 地域住民の

見守り活動を行う上で、健康状態に配慮した声かけを行っています。 

 また、熊本市エイズ総合対策推進会議に出席した後、本会の理事会にて報告し、周知

啓発を図るように努めています。 

 

【企業関係】 

■熊本商工会議所 

  エイズ・ＳＴＤ対策に関する情報を所内で共有し、組織内での理解を深めた。 

広報ツールを活用して外部への発信を検討している。 

 

【労働団体】 

■連合熊本地域協議会 

  広報誌で対策推進会議の報告と熊本市の無料検査、世界エイズデーの周知を行ってい 

 く 
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【報道関係】 

■熊本日日新聞社 

弊紙では熊本市の総合対策推進会議のニュース、関連して松下議長のインタビューを

掲載しました。また毎週、感染症情報として予防を呼びかけております。 

 

（熊本日日新聞：2024.10.23）    （熊本日日新聞：2025.2.14）      

 

 

 

 

 

 

（熊本日日新聞：2024.12.2）         
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Ⅱ 各委員からのご意見 

 

【保健・医療関係】 

■熊本県看護協会 

 （1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

〝自身の身体を守る(大切にする)″、〝相手(他者)の身体を守る(大切にする)という

観点で、中学・高校のみならず、低学年の時から、発達段階に応じて、自身の健康管

理や相手を尊重した対応を行うことがエイズ・STD対策につながることを伝え、意識

し実践できるような教育を行うことが必要だと考えます。     

 （2）エイズ対策推進会議について 

 毎回、最新情報をご講話いただき知識をブラッシュアップするよい機会となっており

ます。熊本県エイズ対策会議において、県全体としての取組の報告があっていますの

で本会議では市独自の取組について検討し、深めていければよいのではないかと思い

ます。 

 

【教育・青少年団体】 

■熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会 

 （1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

 エイズやＳＴＤ対策については、家庭の中でも話し合ったり、正しい知識を学ぶ機会  

 を増やす必要があると思います。 

 

■熊本県私立中学高等学校保護者会 

（2）エイズ対策推進会議について 

  10 月の会議に出席出来なかったため各保護者会長への配布物等がないか確認したと

ころ特にないとのことでした。当団体で出来ることは感染症の感染症の現状や対策等

についての周知であると思いますので、フライヤーやリーフレットなどがあると大変

ありがたいです。 

 

■熊本市青少年健全育成連絡協議会 

 （1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

 性感染症が「自分には関係ない一部の人達のものである」との意識が依然として強い

のが現状です。性的な接触を持つ可能性のあるすべての人が知っておくべき基礎知識

として、その予防と早期治療、他への感染防止のためにできることの周知と、リスク

の高い人へのより踏み込んだ実践（合同会議で研修した内容など）とを並行して継続

して欲しいと考えます。 

（2）エイズ対策推進会議について 

 「エイズ総合対策推進会議」の名称を変更させることは困難でしょうか？ 
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行政の取組として継続されていることであるとしても、そのあり方については見直 

すことも必要ではないでしょうか。性感染症対策に必要な関係の方が含まれている会 

議ですので、会議内では様々な視点からのご意見を伺うことができます。しかし、そ

れらが報告書作成以外に市としての感染症対策に反映されているか疑問に思うとこ

ろです。会議において得られた情報をそれぞれの団体に持ち帰って、自分のところで

何かしなさい、という時期は終わっており、新たな展開が必要であると考えます。 

（3）その他 

 性感染症を含め性に関することを中学生や高校生、大学生などと意見交換できる場は

作れないでしょうか？ 

 

■熊本県高等学校保健会 

 ・講演会で、熊本市の最新の情報を伝えていただき、生徒たちが性感染症を身近にあ  

  る問題として捉えることができたと思います。今後も新しい情報を教えていただけ 

 ると助かります。  

 ・検査を気軽に受けられるよう、郵送検査や一般病院での検査をしてほしい。  

 ・「20歳の集い」などのイベントの際に、会場で啓発活動や郵送検査の案内・紹介 

 のチラシ配布などをしてもらいたい。  

 ・TikTok やインスタグラムなどの SNS を活用した啓発活動に力を入れてもらいたい。  

 ・学校で外部講師を招いて性教育講演会を行う際は、申請すれば市から助成金ができ 

  るようにしてもらいたい（講師によっては講演料が高くて予算が取れず断念すること  

  もあるため）  

 ・無料の講演会を学校で実施して欲しい  

 ・過去に熊本市(教育委員会)の取組「いのちの大切さを考える講演会」で産婦人科医 

  よりＳＴＤの話をしていただいたことがあった。発達障がい・知的障がいの生徒が 

  わかりやすい資料があればと思う。 

 ・出前授業があれば、校内での講演会や保健委員の研修を設定しやすいです。 

 

【人権擁護関係】 

■熊本人権擁護委員協議会  

（1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

ポスターやチラシ等、身近に目のつきやすいところに配布する 

（2）エイズ対策推進会議について 

はじめての参加でしたが、とても勉強になりました 

 

■熊本市民生委員児童委員協議会 

（1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

エイズ総合対策推進会議で会長である松下修三 熊本大学ヒトレトロウイルス学共同

研究センター特任教授の講話にてエイズ・STD対策として「早期発見の重要性、治療
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が大事」といった内容を拝聴し、会議内容の資料を添付し、市民児協理事会にて報告

し、組織内での理解を深め、周知を図りました。 

（2）エイズ対策推進会議について 

エイズ・STD対策は難しい課題であるので、研修をしていただいたり、他の情報など 

伺いたい。 

 （3）その他 

・市民児協、各校区の定例会等でも理解を広められるように周知を図りました。 

・エイズ性感染症が低年齢化しているので、市立中学校でも評議員会などで 

  理解を深めて頂くよう周知しました。 

 

【企業関係】 

■熊本商工会議所 

（1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

感染予防、検査の早期受診等に関する啓発に取り組んでいきたい。 

 

【労働団体】 

■連合熊本地域協議会 

（1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

正しい知識をいかに身につけていくかが大切だと思う 

（2）エイズ対策推進会議について 

引き続き現状の報告をしていただき、情報共有して、周知、啓発を行っていく 

（3）その他 

周知、啓発の場を作っていきたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


